
閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録 

開催日時：令和２年４月３日（金） ８：３３～８：４２ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：安 倍 晋 三 内閣総理大臣 

麻 生 太 郎 国務大臣（副総理，財務大臣，内閣府特命担当大臣） 

高 市 早 苗 国務大臣（総務大臣，内閣府特命担当大臣） 

森 まさこ 国務大臣（法務大臣） 

茂 木 敏 充 国務大臣（外務大臣） 

萩生田 光 一 国務大臣（文部科学大臣） 

加 藤 勝 信 国務大臣（厚生労働大臣） 

江 藤 拓 国務大臣（農林水産大臣） 

梶 山 弘 志 国務大臣（経済産業大臣，内閣府特命担当大臣） 

赤 羽 一 嘉 国務大臣（国土交通大臣） 

小 泉 進次郎 国務大臣（環境大臣，内閣府特命担当大臣） 

河 野 太 郎 国務大臣（防衛大臣） 

菅 義 偉 国務大臣（内閣官房長官） 

田 中 和 德 国務大臣（復興大臣） 

武 田 良 太 国務大臣（国家公安委員会委員長，内閣府特命担当大臣） 

衛 藤 晟 一 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

竹 本  一 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

西 村 康 稔 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

北 村 誠 吾 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

橋 本 聖 子 国務大臣（東京オリンピック・パラリンピック担当大臣，内閣府特命担当大臣） 

陪 席 者：西 村 明 宏 内閣官房副長官 

岡 田 直 樹 内閣官房副長官 

杉 田 和 博 内閣官房副長官 

近 藤 正 春 内閣法制局長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

〇一般案件 １件 

〇国会提出案件 １２件 

○政令        １件 

○人事        １件 

いずれも，案件表のとおり，決定となった。 
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議事内容： 

○菅国務大臣：ただ今から，閣議を開催いたします。 

まず，閣議案件について，西村副長官から御説明申し上げます。 

○西村内閣官房副長官：一般案件等について，申し上げます。まず，「トンガ国」及び

「ルワンダ国」駐日特命全権大使の接受に御裁可を仰ぐことについて，御決定をお

願いいたします。本件は，４月９日，信任状捧呈の予定であります。 

次に，質問主意書に対する答弁書１２件について，お手元の資料のとおり，御決

定をお願いいたします。 

次に，政令について，御決定をお願いいたします。「租税条約等の実施に伴う所得

税法，法人税法及び地方税法の特例等に関する法律施行令の一部を改正する政令」

は，非居住者に係る金融口座情報の報告制度の細目等を定めるものであります。 

次に，人事案件について，申し上げます。田中豊秀外１９１名の叙位又は叙勲に

ついて，御決定をお願いいたします。なお，元栃木県知事渡邉文雄を従三位に叙す

るものがあります。 

〇菅国務大臣：これをもちまして，閣議を終了いたします。 

  引き続き，閣僚懇談会を開催いたします。 

西村大臣から御発言がございます。 

〇西村国務大臣：就職氷河期世代の方々に意欲・能力を活かして活躍いただくととも

に，組織の活性化を図る観点から，昨年１２月５日に閣議決定された「安心と成長

の未来を拓く総合経済対策」に基づき，今年度から令和４年度までの３年間，国家

公務員の中途採用に政府を挙げて集中的に取り組むこととしています。 

昨年度は先行的に，内閣府及び厚生労働省が就職氷河期世代の方々の中途採用に

取り組みました。私自身も，内閣府の内定者５名のうち４名の方とお会いしました

が，多様な能力や経歴を有する立派な人材であったと考えております。 

関係閣僚におかれては，先週末に人事院から公表された，就職氷河期世代を対象

とした新規の中途採用者選考試験に加えて，経験者採用などの従来からの枠組も活

用し，同世代の中途採用に更に積極的に取り組むよう，御協力をお願いいたします。 

〇菅国務大臣：ほかに御発言はございますか。 

  無いようですので，以上をもちまして，閣僚懇談会を終了いたします。 

 

（注）「トンガ国特命全権大使テヴィタ・スカ・マンギシ外１名の接受について」は，

４月９日の信任状捧呈が延期となり，６月２４日に行われた。 
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令和２年 

４月３日 

◎ 一 般 案 件

   ☆ ト ン ガ 国 特 命 全 権 大 使 テ ヴ ィ タ ・ ス カ ・ マ ン ギ シ

外 １ 名 の 接 受 に つ い て （ 決 定 ）    （ 外 務 省 ）

◎ 国 会 提 出 案 件

1. 衆 議 院 議 員 下 地 幹 郎 （ 無 ） 提 出 沖 縄 振 興 一 括

交 付 金 の 意 義 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に

つ い て （ 決 定 ）       （ 内 閣 府 本 府 ）

   ○ 1. 衆 議 院 議 員 下 地 幹 郎 （ 無 ） 提 出 沖 縄 振 興 一 括

交 付 金 の 交 付 決 定 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁

書 に つ い て （ 決 定 ）                 （ 同 上 ） 

1. 衆 議 院 議 員 丸 山 穂 高 （ 無 ） 提 出 新 型 コ ロ ナ ウ

イ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止 策 に 係 る 自 粛 要 請 に 伴

う ， 個 人 債 務 へ の 影 響 緩 和 に 関 す る 質 問 に 対

す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）     （ 金 融 庁 ）

1. 衆 議 院 議 員 川 内 博 史 （ 立 国 社 ） 提 出 黒 川 検 事

長 の 勤 務 延 長 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に

つ い て （ 決 定 ）                   （ 法 務 省 ）

1. 衆 議 院 議 員 初 鹿 明 博 （ 無 ） 提 出 新 型 コ ロ ナ ウ

イ ル ス 感 染 症 に よ る 休 校 と 留 学 生 の 資 格 外 活

動 の 関 係 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い

て （ 決 定 ）                           （ 同 上 ）

1. 衆 議 院 議 員 江 田 憲 司 （ 立 国 社 ） 提 出 株 式 の 配

当 や 譲 渡 益 等 の 金 融 所 得 に 係 る 分 離 課 税 に 関

す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）

（ 財 務 省 ） 

1. 衆 議 院 議 員 初 鹿 明 博 （ 無 ） 提 出 学 校 再 開 に 当

た っ て の マ ス ク の 装 着 に 関 す る 質 問 に 対 す る

答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ）     （ 文 部 科 学 省 ）

1. 衆 議 院 議 員 後 藤 祐 一 （ 立 国 社 ） 提 出 新 型 イ ン

フ ル エ ン ザ 等 対 策 特 措 法 に 基 づ く 本 部 設 置 と

緊 急 事 態 宣 言 ， 「 ロ ッ ク ダ ウ ン 」 及 び 新 感 染

症 の 定 義 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い

て （ 決 定 ）                   （ 厚 生 労 働 省 ）

（ 金 ）閣 議 案 件

資 料
な し

資 料
あ り

〔 別 添 〕
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1. 参議院議員川田龍平（立憲・国民．新緑風会・

社 民 ） 提 出 抱 き 合 わ せ 販 売 と 言 わ れ か ね な い

「 配 合 剤 」 の 開 発 と 後 発 医 薬 品 へ の ア ク セ ス

機 会 の 阻 害 可 能 性 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答 弁

書 に つ い て （ 決 定 ）          （ 厚 生 労 働 省 ） 

1. 参 議 院 議 員 浜 田 聡 （ み ん ） 提 出 イ ン フ ル エ ン

ザ 脳 症 の 患 者 数 の 確 認 と 治 療 法 の 確 立 に 関 す

る 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に つ い て （ 決 定 ） 

（ 同 上 ） 

1. 衆 議 院 議 員 大 西 健 介 （ 立 国 社 ） 提 出 富 士 山 頂

及 び 旧 富 士 山 測 候 所 に 関 す る 質 問 に 対 す る 答

弁 書 に つ い て （ 決 定 ）        （ 国 土 交 通 省 ） 

1. 衆 議 院 議 員 阿 部 知 子 （ 立 国 社 ） 提 出 放 射 性 物

質 に 汚 染 さ れ た 土 壌 を 環 境 大 臣 が 鉢 植 え に 利

用 し た こ と に 関 す る 再 質 問 に 対 す る 答 弁 書 に

つ い て （ 決 定 ）                   （ 環 境 省 ） 

 

◎ 政  令 

   ○ 租 税 条 約 等 の 実 施 に 伴 う 所 得 税 法 ， 法 人 税 法 及 び

地 方 税 法 の 特 例 等 に 関 す る 法 律 施 行 令 の 一 部 を 改

正 す る 政 令 （ 決 定 ）      （ 財 務 ・ 総 務 省 ） 

 

◎ 人  事 

   ○宮崎大学名誉教授田中豊秀外１９１名の叙位又は

叙勲について（決定） 

 

 

〔 ○ 署 名 あ り  ☆ 署 名 な し 〕   

 

資 料  
あ り  

資 料  
あ り  
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